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RL78/F13, F14 

スタンバイ機能 

要旨 

本資料は、設定例を使って RL78/F13, F14 のスタンバイ機能（HALT モード、STOP モード、SNOOZE

モード）を説明します。本資料で説明するクロック、各周辺機能については対象製品のユーザーズマニュア

ル ハードウェア編を参照ください。 
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1. HALT モード 

HALT モードは、CPUのクロック供給を停止し、消費電力を低減するモードです。HALT 命令の実行によ

り移行します。HALT モード中の各クロックの状態は、HALT 命令実行前の状態を継続します。表 1.1に

HALT モードのクロック状態を示します。 

許可している割り込み（割り込みマスク・フラグが "0"）の要因発生により HALT モードを解除します。

図 1.1に HALT モードの移行/解除タイミングを示します。 

HALT モード解除後の処理は、割り込み受け付け許可（EI）/禁止（DI）の状態により異なります。割り込

み受け付け許可の状態で HALT モードに移行した場合、HALT モード解除後、ベクタ割り込み処理を行いま

す。割り込み受け付け禁止の状態で HALT モードに移行した場合、HALT モード解除後、HALT 命令の次の

アドレスの命令を実行します。表 1.2に HALT モードの解除に使用できる周辺機能割り込みを示します。 

また、フラッシュ・メモリ CRC演算機能（高速 CRC）の演算完了を HALT モードの解除信号に使用でき

ます。フラッシュ・メモリ CRC 演算機能につきましてはアプリケーションノート「安全機能アプリケー

ションノート(R01AN2164)」を参照ください。 

 

 

表 1.1 HALT モードのクロック状態 

クロック HALT モード移行前 HALT モード HALT モード解除後 

CPUのクロック供給 供給 停止 供給 

高速システム・クロック 発振 or 停止 ←（状態継続） ←（状態継続） 

高速オンチップ・オシレータ・クロック 発振 or 停止 ←（状態継続） ←（状態継続） 

PLLクロック 発振 or 停止 ←（状態継続） ←（状態継続） 

低速オンチップ・オシレータ・クロック 発振 or 停止 ←（状態継続） ←（状態継続） 

サブシステム・クロック 発振 or 停止 ←（状態継続） ←（状態継続） 

ウォッチドック・タイマ専用 

低速オンチップ・オシレータ・クロック 

発振 or 停止 状態継続 or 停止注 HALT モード 

移行前の状態 

【注】 ユーザ・オプション・バイト(000C0H/020C0H)のWDTONビットおよびWDSTBYON ビットの設定

により異なります。 

    WDTON=1かつWDSTBYON=1: 動作を継続します。 

    WDTON=1かつWDSTBYON=0: 動作を停止します。HALTモード解除後、カウンタをクリアし動

作を開始します。 

 

 

【注】 ウェイト時間は、HALT命令実行時のCPUクロックにより異なります。また、割り込み受け付け許可時は割り  

　　　 込み受け付け処理時間（PSW, PCの退避、割り込み処理へジャンプ：6クロック）が追加で必要になります。

　　　　・メイン/PLLクロック：9～10クロック

　　　　・サブ/低速オンチップ・オシレータ・クロック(RTCLPC=0)：4～5クロック

　　　　・サブ/低速オンチップ・オシレータ・クロック(RTCLPC=1)：5～6クロック

スタンバイ・

リリース信号

CPUの状態 通常動作 HALTモード ウェイト注 通常動作

HALT命令

割り込み要求
割り込みの受け付けまたはソフトウェアで割り込み要求を

クリアすることでスタンバイ・リリース信号をクリアします。

 

図 1.1 HALT モードの移行/解除タイミング 
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表 1.2 HALT モードの解除に使用できる周辺機能割り込み 

HALT 命令実行時の CPU動作クロック HALT モードの解除に使用できる周辺機能割り込み注 1 

メイン・システム・クロック 

（高速システム・クロックまたは 

高速オンチップ・オシレータ・ 

クロック） 

・タイマ・アレイ・ユニット 

・リアルタイム・クロック 

・クロック・モニタ 

・タイマ RJ 

・タイマ RD 

・A/Dコンバータ 

・コンパレータ 

・シリアル・アレイ・ユニット 

・シリアル・インタフェース
(IICA) 

・LIN/UART モジュール

（RLIN3） 

・CANインタフェース 

・DTC 

・電圧検出機能 

・外部割り込み 

・キー割り込み 

・ウォッチドッグ・タイマ注 2 

 

サブ/低速オンチップ・オシレータ・ 

クロック 

・タイマ・アレイ・ユニット 

・リアルタイム・クロック 

・タイマ RJ 

・タイマ RD 

・シリアル・アレイ・ユニット 

・DTC 

・電圧検出機能 

・外部割り込み 

・キー割り込み 

・ウォッチドッグ・タイマ注 2 

【注】 1. 使用する製品により周辺機能割り込みは異なります。詳細は製品のユーザーズマニュアル ハード

ウェア編を参照ください。 

   2. ユーザ・オプション・バイト(000C0H/020C0H)のWDTON ビットおよびWDSTBYON ビットの設

定により異なります。 

     WDTON=1かつWDSTBYON=1: 動作を継続します。 

     WDTON=1かつWDSTBYON=0: 動作を停止します。HALTモード解除後、カウンタをクリアし

動作を開始します。 
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1.1 HALT モードの設定手順 

図 1.2に HALT モードの設定例を示します。 

開始

DI()割り込み禁止

・HALTモード時に使用しない機能を停止

（使用しない機能のPERxレジスタのビットを"0"にする、また

　使用しない割り込みマスク・フラグを"1"にする）

・HALTモードの解除に使用する機能の設定、および割り込み許可設定

（使用する機能の割り込みマスク・フラグを"0"にする、また

　使用する機能の割り込み要求フラグを"0"にする）

・HALTモード時に使用しないクロックを停止

（使用しない周辺機能/クロックを停止し消費電流を低減します）

HALT命令実行

割り込み許可

通
常
動
作

備考　本図は、HALTモードの解除にタイマ・アレイ・ユニット（INTTM00）および外部割り込み（INTP0）を使用し、

　　　割り込み受け付け禁止の状態でHALT命令を実行する際の設定例です。

　　 　

　　　TMIF00 ： 割り込み要求フラグ・レジスタ（IF1L）のビット

　　　PIF0 ： 割り込み要求フラグ・レジスタ（IF0L）のビット

終了

HALT前処理

割り込み要求
(INTTM00)?

INTTM00処理

No(TMIF00=0)

INTTM00割り込み要求発生時の処理

割り込み要求
(INTP0)?

INTP0処理

HALT解除処理

HALT()

INTP0割り込み要求発生時の処理

通常動作で使用するクロック、周辺機能、割り込みを再設定

EI()

必要に応じて割り込み受け付け許可にします

HALTモード

通
常
動
作

Yes(TMIF00=1)

No(PIF0=0)

Yes(PIF0=1)

割り込み要求発生

 
図 1.2 HALT モードの設定例 
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1.2 HALT モード使用時の注意事項 

・割り込みマスク・フラグが"0"（割り込み処理許可）かつ割り込み要求フラグが"1"（割り込み要求信号 

が発生）の場合、HALT 命令を実行してもただちに HALT モードを解除します。 

・HALT モード解除後の処理は、割り込み受け付け許可（EI）/禁止（DI）の状態により異なります。  

割り込み受け付け許可で HALT モードに移行した場合、割り込みマスク・フラグが”0”（割り込み処

理許可）の割り込み要求が発生すると、ベクタ割り込み処理を行います。割り込み受け付け禁止で

HALT モードに移行した場合、割り込み要求が発生すると HALT 命令の次のアドレスの命令を実行しま

す。 

・リセット信号の発生により、HALT モードは解除します。 

・ウォッチドッグ・タイマ専用低速オンチップ・オシレータを HALT モード時に発振継続/停止するか

は、ユーザ・オプション・バイト(000C0H/020C0H)で選択します。 
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2. STOPモード 

STOP モードは、メイン・システム・クロック（高速システム・クロック、高速オンチップ・オシレー

タ・クロック）を停止し、消費電力を低減するモードです。STOP 命令の実行により移行します。表 2.1に

STOP モードのクロック状態を示します。 

許可している割り込み（割り込みマスク・フラグが "0"）の要因発生により STOP モードを解除します。

図 2.1に STOP モードの移行/解除タイミングを示します。 

STOP モード解除後の処理は、割り込み受け付け許可（EI）/禁止（DI）の状態により異なります。割り込

み受け付け許可の状態で STOP モードに移行した場合、STOP モード解除後、ベクタ割り込み処理を行いま

す。割り込み受け付け禁止の状態で STOP モードに移行した場合、STOP モード解除後、STOP 命令の次の

アドレスの命令を実行します。表 2.2に STOP モードの解除に使用できる周辺機能割り込みを示します。 

 

 表 2.1 STOPモードのクロック状態 

クロック STOPモード 

移行前注 1 

STOPモード STOPモード 

解除後 

CPUのクロック供給 供給 停止 供給 

高速システム・クロック 発振 or 停止 停止 STOPモード 

移行前の状態 

高速オンチップ・オシレータ・クロック 発振 or 停止 停止 STOPモード 

移行前の状態 

PLLクロック注 2 停止 停止 停止 

低速オンチップ・オシレータ・クロック 発振 or 停止 ←（状態継続） ←（状態継続） 

サブシステム・クロック 発振 or 停止 ←（状態継続） ←（状態継続） 

ウォッチドック・タイマ専用 

低速オンチップ・オシレータ・クロック 

発振 or 停止 状態継続 or 停止注 3 STOPモード 

移行前の状態 

【注】 1. CPUクロックがメイン・システム・クロック（高速システム・クロックまたは高速オンチップ・

オシレータ・クロック）のときに STOPモードに移行してください。 

   2. STOPモードに移行する際は、PLLONビットを 0（PLL停止）に設定してから移行してください。 

   3. ユーザ・オプション・バイト(000C0H/020C0H)のWDTON ビットおよびWDSTBYON ビットの設

定により異なります。 

     WDTON=1かつWDSTBYON=1: 動作を継続します。 

     WDTON=1かつWDSTBYON=0: 動作を停止します。STOPモード解除後、カウンタをクリアし

動作を開始します。 
 

【注】 1. クロック供給停止時間は、ユーザ・オプション・バイト（000C2H/020C2H）のFRQSEL4ビットの設定値

　　　　  により異なります。 CPUクロックが高速システム・クロックでSTOPモードに移行した場合は、OSTS

　　　　  レジスタで設定した発振安定時間と比較して長い方の時間になります。

　　　　　　・FRQSEL4 = 0：18μs～65μs

　　　　　　・FRQSEL4 = 1：18μs～105μs　　　　　　

　　　 2. ウェイト時間は、STOP命令実行時のCPUクロックにより異なります。割り込み受け付け許可時は割り込み

 　　　　 受け付け処理時間（PSW, PCの退避、割り込み処理へジャンプ：6クロック）が追加で必要になります。

　　　　　　・高速システム・クロック：4～5クロック

　　　　　　・高速オンチップ・オシレータ・クロック：1クロック

スタンバイ・

リリース信号

CPUの状態
通常動作 STOPモード ウェイト注2 通常動作

STOP命令

割り込み要求
割り込みの受け付けまたはソフトウェアで割り込み要求を

クリアすることでスタンバイ・リリース信号をクリアします。

クロック

供給停止注1

 
図 2.1 STOPモードの移行/解除タイミング  
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表 2.2 STOPモードの解除に使用できる周辺機能割り込み 

STOP命令実行時の CPU動作クロック STOPモードの解除に使用できる周辺機能割り込み注 1 

メイン・システム・クロック 

（高速システム・クロック、または 

高速オンチップ・オシレータ・クロック） 

・リアルタイム・クロック注 2 

・タイマ RJ 注 2 

・コンパレータ 

・シリアル・インタフェース(IICA) 注 3 

・電圧検出機能 

・外部割り込み 

・キー割り込み 

・ウォッチドッグ・タイマ注 4 

【注】 1. 使用する製品により周辺機能割り込みは異なります。詳細は製品のユーザーズマニュアル ハード

ウェア編を参照ください。 

   2. STOPモード時に発振を継続するサブシステム・クロックを動作クロックとして選択した時に使用

可能です。 

   3. STOPモード時にマスタからの拡張コードまたは自局アドレスを受信した時に使用可能です。 

   4. ユーザ・オプション・バイト(000C0H/020C0H)のWDTON ビットおよびWDSTBYON ビットの設

定により異なります。 

     WDTON=1かつWDSTBYON=1: 動作を継続します。 

     WDTON=1かつWDSTBYON=0: 動作を停止します。STOPモード解除後、カウンタをクリアし

動作を開始します。 
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2.1 STOPモードの設定手順 

図 2.2に STOP モードの設定例を示します。 

開始

DI()割り込み禁止

・CPUクロックに高速・オンチップ・オシレータを設定

・STOPモード時に使用しない機能を停止

（使用しない機能のPERxレジスタのビットを"0"にする、また

　使用しない割り込みマスク・フラグを"1"にする）

・STOPモードの解除に使用する機能の設定、および割り込み許可設定

（使用する機能の割り込みマスク・フラグを"0"にする、また

　使用する機能の割り込み要求フラグを"0"にする）

・STOPモード時に使用しないクロックを停止

（使用しない周辺機能/クロックを停止し消費電流を低減します）

STOP命令実行

割り込み許可

通
常
動
作

備考　本図は、CPUクロックに高速オンチップ・オシレータを選択し、STOPモードの解除にタイマRJ（INTTRJ0）および　

　　　RLIN3（INTLIN0WUP）を使用し、割り込み受け付け禁止の状態でSTOP命令を実行する際の設定例です。

　　　

　　　TRJIF0 ： 割り込み要求フラグ・レジスタ（IF0H）のビット

　　　LIN0WUPIF ： 割り込み要求フラグ・レジスタ（IF2L）のビット

終了

STOP前処理

割り込み要求
(INTTRJ0)?

INTTRJ0処理

No(TRJIF0=0)

INTTRJ0割り込み要求発生時の処理

割り込み要求
(INTLIN0WUP)?

INTLIN0WUP処理

STOP解除処理

STOP()

INTLIN0WUP割り込み要求発生時の処理

通常動作で使用するクロック、周辺機能、割り込みを再設定

EI()

必要に応じて割り込み受け付け許可にします

STOPモード

通
常
動
作

Yes(TRJIF0=1)

No(LIN0WUPIF=0)

Yes(LIN0WUPIF=1)

割り込み要求発生

 

図 2.2 STOPモードの設定例 
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2.2 STOPモード使用時の注意事項 

・CPU クロックがメイン・システム・クロックで動作しているときのみ STOP モードに移行することがで

きます。PLLクロック、サブ／低速オンチップ・オシレータ・クロックで動作しているときは、移行し

ないでください。 

・CPU クロックが高速システム・クロック（X1 発振）時に STOP モードへ移行する場合は、STOP 命令

の実行よりも前に OSTS レジスタを設定しておいてください。 

・STOP モードに移行する前に、メイン・システム・クロック（高速システム・クロックまたは高速オン

チップ・オシレータ・クロック）で動作する周辺ハードウェアの動作を必ず停止させたのち、STOP 命

令を実行してください（SNOOZE モードで使用する機能を除く）。 

・割り込みマスク・フラグが"0"（割り込み処理許可）かつ割り込み要求フラグが"1"（割り込み要求信号

が発生）の場合、STOP 命令を実行してもただちに STOP モードを解除します。 

・STOP モード解除後の処理は、割り込み受け付け許可（EI）/禁止（DI）の状態により異なります。割り

込み受け付け許可で STOP モードに移行した場合、割り込みマスク・フラグが”0”（割り込み処理許

可）の割り込み要求が発生すると、ベクタ割り込み処理を行います。割り込み受け付け禁止で STOP

モードに移行した場合、割り込み要求が発生すると STOP 命令の次のアドレスの命令を実行します。 

・リセット信号の発生により、STOP モードは解除します。 

・ウォッチドッグ・タイマ専用低速オンチップ・オシレータを STOP モード時に発振継続/停止するか

は、ユーザ・オプション・バイト(000C0H/020C0H)で選択します。 
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3. SNOOZEモード 

SNOOZE モードは CPUの動作を停止させたまま A/D 変換、LIN/UART モジュール（RLIN3）のデータ受

信、および DTC機能によるメモリ転送を行う機能です。STOP モード時に周辺機能の開始トリガが発生す

ると高速オンチップ・オシレータが発振を開始し SNOOZE モードに移行します。 

SNOOZE モードで動作する周辺機能の割り込み要求が発生すると、SNOOZE モードを解除します。ま

た、周辺機能の割り込み要求が発生しない場合、再度 STOP モードに移行します。図 3.1に SNOOZE モード

の移行/解除タイミング、表 3.1 に SNOOZE モードのクロック状態を示します。 

また、SNOOZE モードの移行/解除に合わせて SNOOZE ステータスを端子に出力する機能を持ちます。 

SNOOZE モードの各機能（A/D 変換、データ受信、DTC 機能、SNOOZE ステータス出力）の設定例につい

て、「3.1 SNOOZE モードの設定手順」で示します。 

 

【注】 1. STOPモードからSNOOZEモードへの移行時間は、ユーザ・オプション・バイト（000C2H/020C2H）の　

　　　　  FRQSEL4ビットの設定値により異なります。

　　　　　・FRQSEL4 = 0：18μs～65μs

　　　　　・FRQSEL4 = 1：18μs～105μs　　　　　

　　　 2. 4.99～9.44μs + 1クロック。割り込み受け付け許可時は割り込み受け付け処理時間

　　　　（PSW, PCの退避、割り込み処理へジャンプ：6クロック）が追加で必要になります。

スタンバイ・

リリース信号

CPUの状態 通常動作 STOPモード ウェイト2注
2 通常動作

STOP命令

割り込み要求

割り込みの受け付けまたはソフトウェアで割り込み要求を

クリアすることでスタンバイ・リリース信号をクリアします。

ウェイト1注
1

SNOOZEモード

通常動作

STOPモード

STOPモードの解除

（割り込み要求発生）
STOP命令実行

周辺機能の割り込み要求発生

周辺機能の開始トリガ発生

周辺機能の割り込み要求未発生

周辺機能の

開始トリガ

SNOOZEモード

fIHの状態 発振 停止 発振発振安定待ち

開始トリガ

備考　fIH ： 高速オンチップ・オシレータ・クロック周波数

 
図 3.1 SNOOZEモードの移行/解除タイミング 
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表 3.1 SNOOZEモードのクロック状態 

クロック 通常動作モード 

（STOPモード 

移行前） 

STOPモード注 1 SNOOZEモード 通常動作モード 

（SNOOZEモード

解除後） 

CPUのクロック供給 供給 停止 停止 供給 

高速システム・クロック 発振 or 停止 停止 停止 停止 

高速オンチップ・オシレータ・

クロック 

発振 停止 発振 発振 

PLLクロック注 2 停止 停止 停止 停止 

低速オンチップ・オシレータ・

クロック 

発振 or 停止 ←（状態継続） ←（状態継続） ←（状態継続） 

サブシステム・クロック 発振 or 停止 ←（状態継続） ←（状態継続） ←（状態継続） 

ウォッチドック・タイマ専用 

低速オンチップ・オシレータ・

クロック 

発振 or 停止 状態継続 or  

停止注 3 

状態継続 or  

停止注 3 

STOPモード 

移行前の状態 

【注】 1. CPUクロックがメイン・システム・クロック（高速オンチップ・オシレータ・クロック）のとき

に STOPモードに移行してください。 

2. STOPモードに移行する際は、PLLONビットを 0（PLL停止）に設定してから移行してくださ

い。 

   3. ユーザ・オプション・バイト(000C0H/020C0H)のWDTON ビットおよびWDSTBYON ビットの設

定により異なります。 

     WDTON=1かつWDSTBYON=1: 動作を継続します。 

     WDTON=1かつWDSTBYON=0: 動作を停止します。通常動作モード復帰後、カウンタをクリア

し動作を開始します。 

 

 

 

SNOOZEモードで使用できる周辺機能を以下に示します。 

・リアルタイム・クロック注 1 

・タイマ RJ 注 1 

・タイマ RD 注 1 

・コンパレータ 

・シリアル・インタフェース(IICA) 注 2 

・LIN/UART モジュール（RLIN3の UART モード）注 3 

・A/Dコンバータ注 3 

・電圧検出機能 

・外部割り込み 

・キー割り込み 

・ウォッチドッグ・タイマ注 4 

・DTC 

 

【注】 1. STOPモード時に発振を継続するサブシステム・クロックを動作クロックとして選択した時に使用

可能です。タイマ RDは、SNOOZEステータス出力および A/Dトリガとして動作可能ですが、

STOP/SNOOZEモードの復帰要因として使用不可です。 

   2. STOPモード時にマスタからの拡張コードまたは自局アドレスを受信した時に使用可能です。 

   3. SNOOZEモード時に高速オンチップ・オシレータをクロック源として動作します。割り込み条件

成立時に SNOOZEモードの復帰要因として使用可能です。 

   4. ユーザ・オプション・バイト(000C0H/020C0H)のWDTON ビットおよびWDSTBYON ビットの設

定により異なります。 

     WDTON=1かつWDSTBYON=1: 動作を継続します。 

     WDTON=1かつWDSTBYON=0: 動作を停止します。通常動作モード復帰後、カウンタをクリア

し動作を開始します。  
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3.1 SNOOZEモードの設定手順 

3.1.1 A/Dコンバータ設定例 

図 3.2に SNOOZE モードで A/D コンバータを使用する際の設定例を、図 3.3にタイミング図を示します。 

本例では、A/D コンバータの動作トリガにタイマ RJ0割り込みを使用し、A/D 変換を実施します。A/D 変

換結果を上限値（ADUL）および下限値（ADLL）と比較し、A/D 変換値＜ADLL、ADUL＜A/D 変換値の条

件成立時は割り込みが発生し、SNOOZE モードから通常動作に移行します。条件不成立時は割り込みが発生

せず、SNOOZE モードから再度 STOP モードに移行します。 

開始

DI()割り込み禁止

・STOPモード時に使用しない機能を停止

（使用しない機能のPERxレジスタのビットを"0"にする、また

　使用しない割り込みマスク・フラグを"1"にする）

・STOPモード時に使用しないクロックを停止

（fIH、fILを除くクロックを停止）

・CPUクロックにfIHを設定

A/D変換実行

割り込み許可

通
常
動
作

備考　本図は、STOP/SNOOZEモードの解除にA/D割り込み要求を使用し、割り込み受け付け禁止の状態でSTOP命令を実行する際の

　　　設定例です。ANI2の入力レベルがAVREF/2を超える変換結果が得られたときにSTOP/SNOOZEモードを解除します。

　　　また、本図では、ポート関連レジスタを設定していません。ご使用条件に合わせて設定ください。

　　　

　　　ADIF ： 割り込み要求フラグ・レジスタ（IF1H）のビット

　　　fIH ： 高速オンチップ・オシレータ・クロック周波数

　　　fIL ： 低速オンチップ・オシレータ・クロック周波数

終了

STOP前処理

割り込み要求
(INTAD)?

No
(ADIF=0)

・ADM2.AWC = 0（SNOOZEモード解除時にAWCビットをクリア）注

・通常動作で使用するクロック、周辺機能、割り込みを再設定

EI()

必要に応じて割り込み受け付け許可にします

STOPモード

通
常
動
作

Yes(ADIF=1)

ハードウェア・トリガ（INTTRJ0）発生

A/Dコンバータ設定

・ADM0 = 00110010B（セレクト・モード選択)

・ADM1 = 11100001B（ハードウェア・トリガ・ウェイト・モード、ワンシ

　　　　　　　　　　   ョット変換モード、ELCで選択したトリガ信号選択）

・ADM2 = 01101000B（A/D変換値＜ADLL、ADUL＜A/D変換値のとき割り込

　　　　　　　　　　　み要求信号発生）

・ADS = 00000010B（ANI2選択）

・ADUL = 7FH（A/D変換結果がAVREF/2を超えたか判定）

・ADLL = 00H

・MK1H.ADMK = 0（A/D割り込み許可）

・IF1H.ADIF = 0（A/D割り込み要求クリア）

使用するデバイスにより以下のいずれかを設定

・ELSELR13 = 01H（RL78/F14　タイマRJ0イベントでA/D変換開始）

・ADTRGS1 = 01H（RL78/F13　タイマRJ0イベントでA/D変換開始)

タイマRJ設定

・TRJCR0 = 00000000B（タイマRJカウント停止）

・OSMC = 00010000B（STOP時周辺機能にクロック供給、

　　　　　　　　　　　低速オンチップ・オシレータ動作）

・TRJMR0 = 01000000B（カウント源にfIL選択）

・TRJ0 = XXXXH（カウント値設定）

・MK0H.TRJMK0 = 1（タイマRJ割り込み禁止）

・IF0H.TRJIF0 = 0（タイマRJ割り込み要求クリア）

STOP()

SNOOZE解除処理

SNOOZE

モード

STOP命令

SNOOZEモードでA/D変換を実行

A/Dコンバータ動作許可

タイマRJカウント開始

・ADM2.AWC = 1（SNOOZEモード機能を使用）

・ADM0.ADCE = 1（A/D動作許可）

・TRJCR0 = 00000001B（タイマRJカウント開始）

【注】 通常動作モードへ復帰後，必ずAWCを0に変更してください。

　　　 AWC = 1のままでは，その後のSNOOZEモード、通常動作モードに関係なく正常にA/D変換が開始されません。

 

図 3.2 SNOOZEモードの設定例（A/Dコンバータ） 
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停止発振

INTAD未発生

停止

変換待機変換待機

動作モード

fIL

fIH

アナログ入力

ハードウェア・トリガ

INTTRJ0

備考　アナログ入力がAVREF/2(2.5V)を超えた際にINTADが発生する場合の例です。

　　　W1 ： STOP SNOOZE移行時のウェイト時間

　　　W2 ： SNOOZE 通常動作移行時のウェイト時間

　　　fIH ： 高速オンチップ・オシレータ・クロック周波数

　　　fIL ： 低速オンチップ・オシレータ・クロック周波数

スタンバイ・リリース信号

INTAD

 　A/Dコンバータ、タイマRJの設定等、STOP/SNOOZEモード移行前設定を行います。

 　ADM2.AWCビットを"1"にし、タイマRJのカウントを開始します。

 　STOP命令を実行し、STOPモードに移行します。fILは発振を継続しますが、fIHは停止します。

 　A/Dコンバータのハードウェア・トリガ（INTTRJ0）の発生により、SNOOZEモードに移行します。fIHの発振を開始し、発振安定時間経過後

　　A/D変換を開始します。

 　A/D変換結果が「ADLL(下限値)より下、ADUL(上限値)より上」の条件不成立につきINTADは発生しない。再度STOPモードに移行します。

 　A/D変換結果が「ADLL(下限値)より下、ADUL(上限値)より上」の条件成立によりINTADが発生。通常動作モードに移行します。

 　ADM2.AWCビットを"0"の設定を行います。注

      

通常動作 STOP SNOOZE STOP SNOOZE 通常動作

発振（タイマRJのカウント源）

発振 発振

A/D変換 A/D変換 変換待機

 

【注】 通常動作モードへ復帰後，必ずAWCを0に変更してください。

　　　 AWC = 1のままでは，その後のSNOOZEモード、通常動作モードに関係なく正常にA/D変換が開始されません。

INTAD発生

FFFFHTRJ0カウンタ

XXXXH

0000H

W1 W1 W2

タイマRJ

A/Dコンバータ

5.0V

2.5V

0V

A/D変換ステータス

 

 

図 3.3 SNOOZEモードのタイミング図（ADコンバータ） 
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3.1.2 LIN/UARTモジュール（RLIN3）設定例 

図 3.4に SNOOZE モードで LIN/UART モジュール（UART モード）を使用する際の設定例を、図 3.5にタ

イミング図を示します。 

本例では、LIN/UART モジュール（RLIN3）の UART 機能を使用し、LRXD0 のエッジ（スタート・ビッ

ト）の検出により UART 受信を開始します。UART 受信完了時に受信したデータと STOP/SNOOZE モード

移行前に設定する判定データ（LIDB0レジスタに設定）を比較し一致した場合、割り込みが発生し

SNOOZE モードを解除します。 

開始

DI()割り込み禁止

・CPUクロックにfIHを設定

・STOPモード時に使用しない機能を停止

（使用しない機能のPERxレジスタのビットを"0"にする、また

　使用しない割り込みマスク・フラグを"1"にする）

・STOPモード時に使用しないクロックを停止

（fIHを除くクロックを停止）

割り込み許可

通
常
動
作

備考　本図は、STOP/SNOOZEモードの解除にLIN0受信完了割り込み要求を使用する例です。割り込み受け付け禁止の状態でSTOP命令を実行

　　　し、LRXD0のスタート・ビットを検出後、SNOOZEモードに移行しUART受信を行います。UART受信完了後、LIDB0（本例では55Hを

　　　設定） と受信データを比較し、一致した場合LIN0受信完了割り込み要求が発生し、STOP/SNOOZEモードを解除します。受信データが

　　　不一致の場合、再度STOPモードに移行します。

　　　

　　　fIH ： 高速オンチップ・オシレータ・クロック周波数

終了

STOP前処理

・LUSC0.UWC = 0（SNOOZEモード解除時にUWCビットをクリア）

・通常動作で使用するクロック、周辺機能、割り込みを再設定

EI()

必要に応じて割り込み受け付け許可にします

STOPモード

通
常
動
作

スタート・ビット（LRXD0のエッジ）検出

LIN/UARTモジュール設定

・LINCKSEL = 00010000B（LIN通信クロック源（fCLK）を供給）

・LCUC0 = 00H（LINリセットモード）

・LMD0 = 00100001B（UARTモード、ノイズフィルタ無効）

・LBFC0 = 00000000B（8ビット UARTモード）

・LEDE0 = 00H（エラー検出禁止）

・LWBR0 = xxH（16サンプリング、プリスケーラクロック設定）

・LBRP0 = xxxxH（ボーレート設定）

・LUSC0 = 00000111B（STOPモードからの受信動作起動許可、エラー検出

　　　　　　　　　　　割り込み発生停止、受信データの比較許可）

・LIDB0 = 55H（比較データ格納）

・LUOR01 = 00000000B（拡張ビット禁止）

・MK1L.LIN0RVCMK = 0（LIN0受信完了割り込み許可）

・IF1L.LIN0RVCIF = 0（LIN0受信完了要求クリア）

STOP()

SNOOZE解除処理

SNOOZE

モード

STOP命令

LCUC0 = 01H
while(LMST0.OMM0 == 0)

LINリセットモード解除

LUOER0 = 00000010B（受信許可）UART受信許可

UART受信完了

受信データ=LIDB0?

（受信データ一致判定）
受信データ不一致
(LIN0RVCIF=0)

受信データ一致
(LIN0RVCIF=1)

 
図 3.4 SNOOZEモードの設定例（LIN/UART）  
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SPSP

55H

55H

ST

スタンバイ・

リリース信号

INTLIN0RVC

LRXD0端子

LST0.URS

受信データ（=55H）ST 受信データ（ 55H）

INTLIN0RVC未発生 INTLIN0RVC発生

停止発振 発振発振 停止

通常動作 STOP SNOOZE 通常動作W1 W2SNOOZEW1 STOP動作モード

fIH

備考　LST0.URS ： 受信ステータス

　　　W1 ： STOP SNOOZE移行時のウェイト時間

　　　W2 ： SNOOZE 通常動作移行時のウェイト時間

　　　fIH ： 高速オンチップ・オシレータ・クロック周波数

     

 　LIN/UARTモジュール（UARTモード）の設定等、STOP/SNOOZEモード移行前設定を行います。

 　STOP命令を実行し、STOPモードに移行します。fIHが停止します。

 　LRXD0端子の入力信号検出により、SNOOZEモードに移行します。fIHの発振を開始し、UART受信を開始します。

 　UART受信完了時に受信データとLIDB0の設定値を比較します。不一致の場合、再度STOPモードに移行します。

 　UART受信完了時に受信データとLIDB0の設定値を比較します。一致した場合、INTLIN0RVCが発生し、通常動作モードに移行します。

 　LCUC0.OM0ビットを"0"に設定しLMST0.OMM0ビットが"0"に変化後、LUSC0.UWCビットを"0"に設定します。

LIN/UART（UARTモード）

  

LURDR0

LIDB0

 
図 3.5 SNOOZEモードのタイミング図（LIN/UART） 
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SNOOZE モード時に使用可能な UART の通信速度設定例を表 3.2に示します。 

 

表 3.2 通信速度の設定例 

通信 

フォーマット 
通信速度 

LIN 

通信クロック源 

LWBRn 
LBRPn FRQSEL4 注 

LPRS[2:0] NSPB[3:0] 

1ST-8DATA-
1PRY-1SP 4800bps 32MHz±2% 001B（1/2） 

0000B 

（16サンプリング） 
203 0 

2400bps 32MHz±2% 001B（1/2） 
0000B 

（16サンプリング） 
412 0 

2400bps 32MHz±2% 001B（1/2） 
0000B 

（16サンプリング） 
410 1 

1200bps 32MHz±2% 001B（1/2） 
0000B 

（16サンプリング） 
826 1 

1ST-8DATA-
1PRY-1SP 4800bps 24MHz±3% 001B（1/2） 

0000B 

（16サンプリング） 
152 0 

2400bps 24MHz±3% 001B（1/2） 
0000B 

（16サンプリング） 
308 0 

2400bps 24MHz±3% 001B（1/2） 
0000B 

（16サンプリング） 
307 1 

1200bps 24MHz±3% 001B（1/2） 
0000B 

（16サンプリング） 
619 1 

1ST-7DATA-
1SP 2400bps 24MHz±5% 001B（1/2） 

0000B 

（16サンプリング） 
307 0 

1200bps 24MHz±5% 001B（1/2） 
0000B 

（16サンプリング） 
619 0 

1200bps 24MHz±5% 001B（1/2） 
0000B 

（16サンプリング） 
617 1 

【注】 ユーザ・オプション・バイト（000C2H/020C2H）のビットです。高速オンチップ・オシレータの周

波数を 64MHzまたは 48MHzにする場合 FRQSEL4 を 1に設定します。32MHz以下の周波数を選

択する場合 FRQSEL4を 0 に設定します。 
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3.1.3 DTC設定例 

図 3.6に SNOOZE モードで DTC転送を使用する際の設定例を、図 3.7 にタイミング図を示します。 

本例では、DTC起動要因にタイマ RJ0 割り込みを使用し、DTC転送を実施することでポート P140から反

転した信号を出力します。INTP0 割り込みで SNOOZE モードから通常動作に移行します。 

開始

DI()割り込み禁止

・CPUクロックにfIHを設定

・STOPモード時に使用しない機能を停止

（使用しない機能のPERxレジスタのビットを"0"にする、また

　使用しない割り込みマスク・フラグを"1"にする）

・STOPモード時に使用しないクロックを停止

（fIH、fILを除くクロックを停止）

DTC転送実行

通
常
動
作

備考　本図は、SNOOZEモードでDTC転送を使用する例です。割り込み受け付け禁止の状態でSTOP命令を実行し、タイマRJ0割り込み

　　　要因の発生によりSNOOZEモードに移行しDTC転送を行います。DTC転送完了後、再度STOPモードに移行します。INTP0割り込

　　　みの発生により通常動作モードに移行します。

　　　PIF0 ： 割り込み要求フラグ・レジスタ（IF0L）のビット

　　　fIH ： 高速オンチップ・オシレータ・クロック周波数

　　　fIL ： 低速オンチップ・オシレータ・クロック周波数

STOP前処理

STOPモード DTC起動要因（INTTRJ0）発生

DTC設定

・DTC転送元データの設定

　　RAM上の任意の連続したアドレスに00H,01Hを設定

・DTCBAR = xxH（任意のDTCベースアドレス設定）

・DTCベクタ・テーブルの設定

　　要因番号34（タイマRJ0）にDTCコントロールデータ0の

　　先頭アドレスを設定 

・DTCコントロール・データ設定

　　DTCコントロール・データをRAM上のコントロール・データ

　　領域に設定

　　　DTCCR0 = 00000111B（8ビット転送、リピート・モード、

　　　　　　　　　転送元がリピート・エリア、転送元アドレスを加算）

　　　DTBLS0 = 01H（転送ブロック・サイズ 1バイト）

　　　DTCCT0 = 02H（転送回数 2回）

　　　DTRLD0 = 02H（リピート回数 2回）

　　　DTSAR0 = xxxxH（転送元アドレス、転送元データの先頭アドレス）

　　　DTDAR0 = FF0EH（転送先アドレス、P14のアドレス）

タイマRJ設定

・TRJCR0 = 00000000B（タイマRJカウント停止）

・OSMC = 00010000B（STOP時周辺機能にクロック供給、

　　　　　　　　　　　低速オンチップ・オシレータ動作）

・TRJMR0 = 01000000B（カウント源にfIL選択）

・TRJ0 = XXXXH（カウント値設定）

・MK0H.TRJMK0 = 1（タイマRJ割り込み禁止）

・IF0H.TRJIF0 = 0（タイマRJ割り込み要求クリア）

STOP()

SNOOZE

モード

STOP命令

SNOOZEモードでDTC転送を実行

転送完了後、再びSTOPモードに移行する

INTP0割り込みが発生するまでDTC転送を繰り返す

DTC転送許可

タイマRJカウント開始

・DTCEN4 = 20H（タイマRJ0割り込み要因によるDTC転送許可）

・TRJCR0 = 00000001B（タイマRJカウント開始）

INTP0設定

・MK0L.PMK0 = 0（INTP0割り込み許可）

・EGP0 = 0x01、 EGN0 = 0x00（立ち上がりエッジが有効）

・IF0L.PIF0 = 0 (INTP0割り込み要求フラグクリア) 

割り込み許可

通
常
動
作

EI()

必要に応じて割り込み受け付け許可にします

終了

・DTC停止（DTCEN4 = 00H)

・通常動作で使用するクロック、周辺機能、割り込みを再設定

ポート設定
・PM14 = 0xFE（P140を出力設定）

・P14 = 0x01（P140からHigh出力）

割り込み要求
(INTP0)?

SNOOZE解除処理

Yes(PIF0=1)

No
(PIF0=0)

 

図 3.6 SNOOZEモードの設定例（DTC） 
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発振 発振発振発振

発振（タイマRJのカウント源）

発振 停止 停止

動作モード

fIL

fIH

DTC起動要因

INTTRJ0

備考　W1 ： STOP SNOOZE移行時のウェイト時間

　　　WS ： STOP 通常動作移行時のウェイト時間

　　　SZ ： SNOOZEモード

　　　fIH ： 高速オンチップ・オシレータ・クロック周波数

　　　fIL ： 低速オンチップ・オシレータ・クロック周波数

 　DTCの設定等、STOP/SNOOZEモード移行前設定を行います。

 　タイマRJのカウントを開始します。

 　STOP命令を実行し、STOPモードに移行します。fILは発振を継続しますが、fIHは停止します。

 　DTC起動要因（INTTRJ0）の発生により、SNOOZEモードに移行します。fIHの発振を開始し、ウェイト時間経過後、DTC転送を開始します。

 　DTC転送によりP140が反転出力します。DTC転送完了後、再びSTOPモードに移行します。

 　INTP0の立ち上がりエッジで通常動作モードに移行します。

    

通常動作 STOP SZ STOP

 

FFFFHTRJ0カウンタ

xxxxH

0000H

W1

  

SZ STOPW1 SZ STOPW1

停止 停止

通常動作

  

P140（出力）

INTP0端子（入力）

 

スタンバイ・リリース信号

INTP0

タイマRJ

WS

 
図 3.7 SNOOZEモードのタイミング図（DTC）  
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3.1.4 SNOOZEステータス出力設定例 

SNOOZE ステータス出力機能は、SNOOZE モードの状態を SNZOUTi （i=0~7）端子へ出力する機能で

す。図 3.8に SNOOZE モードで SNOOZE ステータス出力を使用する際の設定例を、図 3.9にタイミング図

を示します。 

本例では、SNZOUT0を使用し、SNOOZE ステータス出力のアクティブレベルを Highに設定します。 

A/D コンバータの動作トリガにタイマ RD0割り込みを使用し、A/D 変換を実施した場合の SNOOZE ス

テータスを出力します。A/D 変換結果を上限値（ADUL）および下限値（ADLL）と比較し、A/D 変換値＜

ADLL、ADUL＜A/D 変換値の条件成立時に割り込みが発生し、SNOOZE モードを解除します。条件不成立

の場合、再度 STOP モードに移行します。 

開始

DI()割り込み禁止

・CPUクロックにfIHを設定

・STOPモード時に使用しない機能を停止

（使用しない機能のPERxレジスタのビットを"0"にする、また

　使用しない割り込みマスク・フラグを"1"にする）

・STOPモード時に使用しないクロックを停止

（fIH、fSLを除くクロックを停止）

A/D変換実行

割り込み許可

通
常
動
作

備考　本図は、STOP/SNOOZEモードの解除にA/D割り込み要求を使用し、割り込み受け付け禁止の状態でSTOP命令を実行する際の

　　　設定例です。ANI2の入力レベルがAVREF/2を超える変換結果が得られたときにSTOP/SNOOZEモードを解除します。

　　　また、本図では、ポート関連レジスタを設定していません。ご使用条件に合わせて設定ください。

　　　

　　　ADIF ： 割り込み要求フラグ・レジスタ（IF1H）のビット

　　　fIH ： 高速オンチップ・オシレータ・クロック周波数

　　　fSL ： サブ／低速オンチップ・オシレータ選択クロック周波数

終了

STOP前処理

割り込み要求
(INTAD)?

No
(ADIF=0)

・ADM2.AWC = 0（SNOOZEモード解除時にAWCビットをクリア）

・通常動作で使用するクロック、周辺機能、割り込みを再設定

EI()

必要に応じて割り込み受け付け許可にします。

STOPモード

通
常
動
作

Yes(ADIF=1)

ハードウェアトリガ（INTTRD0）発生

A/Dコンバータ設定

・ADM0 = 00110010B（セレクト・モード選択)

・ADM1 = 11100001B（ハードウェア・トリガ・ウェイト・モード、ワンシ

　　　　　　　　　　   ョット変換モード、ELCで選択したトリガ信号選択）

・ADM2 = 01101000B（A/D変換値＜ADLL、ADUL＜A/D変換値のとき割り込

　　　　　　　　　　　み要求信号発生）

・ADS = 00000010B（ANI2選択）

・ADUL = 7FH（A/D変換結果がAVREF/2を超えたか判定）

・ADLL = 00H

・MK1H.ADMK = 0（A/D割り込み許可）

・IF1H.ADIF = 0（A/D割り込み要求クリア）

使用するデバイスにより以下のいずれかを設定、

・ELSELR09 = 01H（RL78/F14　タイマRD0コンペア一致BでA/D変換開始）

・ADTRGS0 = 01H（RL78/F13　タイマRD0コンペア一致BでA/D変換開始）

タイマRD設定

・TRDSTR = 00000100B（TRDGRA0コンペア一致後もカウント継続）

・TRDPMR = 00110000B（TRDIOB0、TRDIOC0 PWM機能選択）

・TRDOER1.EC0 = 0（TRDIOC0 出力許可）

・TRDOCR.TOC0 = 0（TRDIOC0 初期出力L設定）

・TRDCR0.CCLR[2:0] = 001b（TRDGRA0コンペア一致でクリア）

・TRDPOCR0.POLC = 0（TRDIOC0の出力レベルはLアクティブ）

・TRDGRA0 = XXXXH（SNOOZEステータス出力間隔）

・TRDGRB0 = YYYYH（A/Dコンバータ起動待ち時間）

・TRDGRC0 = ZZZZH（A/Dコンバータ起動待ち時間+A/Dコンバータ変換時間）

・MK0H.TRDMK0 = 1（タイマRD0割り込み処理禁止）

・IF0H.TRDIF0 = 0（タイマRD割り込み要求クリア）

・OSMC.RTCLPC = 0（周辺機能へfSLクロック供給許可）

・CKC.CSS = 1, CKC.CLS = 1（CPUクロックにfSLを選択）

・CKSEL.TRD_CKSEL = 1（タイマRDのクロックにfSL選択）

・TRDSTR.TSTART0 = 1（タイマRD0カウント開始）

・CKC.CSS = 0, CKC.CLS = 0（CPUクロックにfIHを選択）

SNOOZE解除処理

SNOOZE

モード

STOP命令

SNOOZEモードでA/D変換を実行

A/Dコンバータ動作許可

タイマRDカウント開始

・ADM2.AWC = 1（SNOOZEモード機能を使用）

・ADM0.ADCE = 1（A/D動作許可）

STOP()

SNOOZEステータス出力設定
・PSNZCNT0.SNZACT0 = 0（アクティブレベル  H ）

・PSNZCNT0.OUTEN0 = 1（ステータス出力許可）

 

図 3.8 SNOOZEモードの設定例（SNOOZEステータス出力） 
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停止停止発振 発振 発振発振 停止

変換待機A/D変換変換待機変換待機 A/D変換 A/D変換 変換待機

ハードウェア・トリガ

INTTRD0

SNZOUT0

YYYYH

ZZZZH

XXXXH
(A)

(B)

(C)

スタンバイ・リリース信号

INTAD

      

備考　(A) ： TRDGRA0設定値 SNOOZEステータス出力間隔

　　　(B) ： TRDGRB0設定値 A/Dコンバータ起動待ち時間

　　　(C) ： TRDGRC0設定値 A/Dコンバータ起動待ち時間 + A/Dコンバータ変換時間

　　　W1 ： STOP SNOOZE移行時のウェイト時間

　　　W2 ： SNOOZE 通常動作移行時のウェイト時間

　　　fIH ：高速オンチップ・オシレータ・クロック周波数

　　　fSL ：サブ／低速オンチップ・オシレータ選択クロック周波数

A/D変換ステータス

 

【注】 通常動作モードへ復帰後，必ずAWCを0に変更してください。

　　　 AWC = 1のままでは，その後のSNOOZEモード、通常動作モードに関係なく正常にA/D変換が開始されません。

動作モード

fSL

通常動作 STOP SNOOZE STOP SNOOZE 通常動作

発振（タイマRDのカウント源）

W1 W1 W2SNOOZEW1 STOP

fIH

TRD0カウンタ

アナログ入力

5.0V

2.5V

0V

INTAD未発生INTAD未発生 INTAD発生

A/Dコンバータ

タイマRD

0000H

SNOOZEステータス出力

 　A/Dコンバータ、タイマRDの設定等、STOP/SNOOZEモード移行前設定を行います。

 　ADM2.AWCビットを"1"にし、CPUクロックにfSLを選択してからタイマRDのカウントを開始します。

 　CPUクロックにfIHを選択します。

 　STOP命令を実行し、STOPモードに移行します。fSLは発振を継続しますが、fIHは停止します。

 　A/Dコンバータのハードウェア・トリガ（INTTRD0）の発生により、SNOOZEモードに移行します。fIHの発振を開始し、発振安定時間経過後A/D変換を開始します。

 　A/D変換結果が「ADLL(下限値)より下、ADUL(上限値)より上」の条件不成立につきINTADは発生しない。再度STOPモードに移行します。

　　SNOOZEステータスはHigh Lowに変化します。

 　コンペアマッチA0の発生により、SNOOZEステータスはLow Highに変化します。

 　A/D変換結果が「ADLL(下限値)より下、ADUL(上限値)より上」の条件成立によりINTADが発生。通常動作モードに移行します。

 　ADM2.AWCビットを"0"の設定を行います。注

    

 

図 3.9 SNOOZEモードのタイミング図（SNOZEステータス出力） 
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3.2 SNOOZEモード使用時の注意事項 

・SNOOZE モードで A/D コンバータを使用する場合、STOP 命令を実行する前に ADM2 レジスタの AWC

ビットを 1にしてください。通常動作モードに移行する場合、AWCビットを 0に変更してください。 

・SNOOZE モードで UART 通信を使用する場合、STOP 命令を実行する前に LUSCn レジスタの UWC

ビットを 1にしてください。通常動作モードに移行する場合、UWCビットを 0に変更してください。 

UWCビットが 1のときに、以下の状態では正しくデータを受信できず、フレーミング・エラーやパリ

ティ・エラーが発生することがあります。 

- UWC = 1 に設定後、STOP モードに移行する前に受信開始した場合 

- 他の SNOOZE モード中に受信開始した場合 

- STOP モードから通常動作モードに復帰後、UWCビットを 0 に変更する前に受信開始した場合 

・リセット信号の発生により、SNOOZE モードは解除します。 

・ウォッチドッグ・タイマ専用低速オンチップ・オシレータを SNOOZE モード時に発振継続/停止するか

は、ユーザ・オプション・バイト(000C0H/020C0H)で選択します。 

・SNOOZE モードは STOP モードから移行します。STOP モードの注意事項については、「2.2 STOP モー

ド使用時の注意事項」を参照ください。 
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ホームページとサポート窓口<website and support,ws> 

ルネサス エレクトロニクスホームページ 

http://japan.renesas.com/ 
 

お問合せ先 

http://japan.renesas.com/contact/ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

すべての商標および登録商標は，それぞれの所有者に帰属します。 
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製品ご使用上の注意事項 

ここでは、マイコン製品全体に適用する「使用上の注意事項」について説明します。個別の使用上の注意

事項については、本ドキュメントおよびテクニカルアップデートを参照してください。 

 

1. 未使用端子の処理 

【注意】未使用端子は、本文の「未使用端子の処理」に従って処理してください。 

CMOS製品の入力端子のインピーダンスは、一般に、ハイインピーダンスとなっています。未使用 

端子を開放状態で動作させると、誘導現象により、LSI周辺のノイズが印加され、LSI内部で貫通電 

流が流れたり、入力信号と認識されて誤動作を起こす恐れがあります。未使用端子は、本文「未使

用端子の処理」で説明する指示に従い処理してください。 

2. 電源投入時の処置 

【注意】電源投入時は，製品の状態は不定です。 

電源投入時には、LSIの内部回路の状態は不確定であり、レジスタの設定や各端子の状態は不定で 

す。 

外部リセット端子でリセットする製品の場合、電源投入からリセットが有効になるまでの期間、端

子の状態は保証できません。 

同様に、内蔵パワーオンリセット機能を使用してリセットする製品の場合、電源投入からリセット

のかかる一定電圧に達するまでの期間、端子の状態は保証できません。 

3. リザーブアドレス（予約領域）のアクセス禁止 

【注意】リザーブアドレス（予約領域）のアクセスを禁止します。 

アドレス領域には、将来の機能拡張用に割り付けられているリザーブアドレス（予約領域）があり

ます。これらのアドレスをアクセスしたときの動作については、保証できませんので、アクセスし

ないようにしてください。 

4. クロックについて 

【注意】リセット時は、クロックが安定した後、リセットを解除してください。 

プログラム実行中のクロック切り替え時は、切り替え先クロックが安定した後に切り替えてくださ

い。 

リセット時、外部発振子（または外部発振回路）を用いたクロックで動作を開始するシステムで

は、クロックが十分安定した後、リセットを解除してください。また、プログラムの途中で外部発

振子 

（または外部発振回路）を用いたクロックに切り替える場合は、切り替え先のクロックが十分安定

してから切り替えてください。 

5. 製品間の相違について 

【注意】型名の異なる製品に変更する場合は、製品型名ごとにシステム評価試験を実施してくださ 

い。 

同じグループのマイコンでも型名が違うと、内部ROM、レイアウトパターンの相違などにより、電 

気的特性の範囲で、特性値、動作マージン、ノイズ耐量、ノイズ輻射量などが異なる場合がありま 

す。型名が違う製品に変更する場合は、個々の製品ごとにシステム評価試験を実施してください。 
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1. 本資料に記載された回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報は、半導体製品の動作例、応用例を説明するものです。お客様の機器・システムの設計におい
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4. 当社製品を、全部または一部を問わず、改造、改変、複製、リバースエンジニアリング、その他、不適切に使用しないでください。かかる改造、改変、複製、リ

バースエンジニアリング等により生じた損害に関し、当社は、一切その責任を負いません。

5. 当社は、当社製品の品質水準を「標準水準」および「高品質水準」に分類しており、各品質水準は、以下に示す用途に製品が使用されることを意図しております。

標準水準： コンピュータ、OA機器、通信機器、計測機器、AV機器、

家電、工作機械、パーソナル機器、産業用ロボット等

高品質水準： 輸送機器（自動車、電車、船舶等）、交通制御（信号）、大規模通信機器、

金融端末基幹システム、各種安全制御装置等

当社製品は、データシート等により高信頼性、Harsh environment向け製品と定義しているものを除き、直接生命・身体に危害を及ぼす可能性のある機器・システ

ム（生命維持装置、人体に埋め込み使用するもの等）、もしくは多大な物的損害を発生させるおそれのある機器・システム（宇宙機器と、海底中継器、原子力制

御システム、航空機制御システム、プラント基幹システム、軍事機器等）に使用されることを意図しておらず、これらの用途に使用することは想定していませ

ん。たとえ、当社が想定していない用途に当社製品を使用したことにより損害が生じても、当社は一切その責任を負いません。

6. 当社製品をご使用の際は、最新の製品情報（データシート、ユーザーズマニュアル、アプリケーションノート、信頼性ハンドブックに記載の「半導体デバイスの使

用上の一般的な注意事項」等）をご確認の上、当社が指定する最大定格、動作電源電圧範囲、放熱特性、実装条件その他指定条件の範囲内でご使用ください。指

定条件の範囲を超えて当社製品をご使用された場合の故障、誤動作の不具合および事故につきましては、当社は、一切その責任を負いません。

7. 当社は、当社製品の品質および信頼性の向上に努めていますが、半導体製品はある確率で故障が発生したり、使用条件によっては誤動作したりする場合がありま

す。また、当社製品は、データシート等において高信頼性、Harsh environment向け製品と定義しているものを除き、耐放射線設計を行っておりません。仮に当社

製品の故障または誤動作が生じた場合であっても、人身事故、火災事故その他社会的損害等を生じさせないよう、お客様の責任において、冗長設計、延焼対策設

計、誤動作防止設計等の安全設計およびエージング処理等、お客様の機器・システムとしての出荷保証を行ってください。特に、マイコンソフトウェアは、単独

での検証は困難なため、お客様の機器・システムとしての安全検証をお客様の責任で行ってください。

8. 当社製品の環境適合性等の詳細につきましては、製品個別に必ず当社営業窓口までお問合せください。ご使用に際しては、特定の物質の含有・使用を規制するRoHS

指令等、適用される環境関連法令を十分調査のうえ、かかる法令に適合するようご使用ください。かかる法令を遵守しないことにより生じた損害に関して、当社

は、一切その責任を負いません。

9. 当社製品および技術を国内外の法令および規則により製造・使用・販売を禁止されている機器・システムに使用することはできません。当社製品および技術を輸

出、販売または移転等する場合は、「外国為替及び外国貿易法」その他日本国および適用される外国の輸出管理関連法規を遵守し、それらの定めるところに従い

必要な手続きを行ってください。

10. お客様が当社製品を第三者に転売等される場合には、事前に当該第三者に対して、本ご注意書き記載の諸条件を通知する責任を負うものといたします。

11. 本資料の全部または一部を当社の文書による事前の承諾を得ることなく転載または複製することを禁じます。

12. 本資料に記載されている内容または当社製品についてご不明な点がございましたら、当社の営業担当者までお問合せください。

注1. 本資料において使用されている「当社」とは、ルネサス エレクトロニクス株式会社およびルネサス エレクトロニクス株式会社が直接的、間接的に支配する会

社をいいます。

注2. 本資料において使用されている「当社製品」とは、注1において定義された当社の開発、製造製品をいいます。

(Rev.4.0-1  2017.11)
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